
「10月8日　鳥羽の日」
イベント協力事業所・団体募集

「鳥羽の日・鳥羽の月」実行委員会（事務局 鳥羽商工会議所） 　　 25 2751

10 月 8 日の「鳥羽の日」を盛り上げよう
　地域一丸のスペシャル D

デ イ

AY「鳥羽の日」を今年も開催します！それに伴いイベントに協力していただける事業所・団
体を募集します。応募していただくと「鳥羽の日」に受けられるサービスを一覧にまとめた冊子に情報が掲載されます。

【特典・割引・サービスの内容】
・�108 円や1,080 円、108 人、108 食など「1

ト バ

08」にちなんだ割引商品やサービスを当日提供してください。
・�本年から、優れた商品やサービス企画に「鳥羽の日大賞」を贈らせていただきます！
・参加は鳥羽商工会議所の会員事業所に限ります。

申込方法　 所定の申込書に必要事項を記入のうえ、鳥羽商工会議所にファクスで申し込んでください。
申込書は鳥羽商工会議所ホームページからダウンロードしていただくか、商工会議所窓口にてお渡しします。くわ
しくは問い合わせてください。　　　　 4988　　　yoshikawa@toba.or.jp
申込期限　 ７月 20 日（火）
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　「学校はコミュニティの拠点として地域に残すべき
か、適正規模をめざして統合を進めるべきか…。」
　この苦渋の選択を迫られてきた学校統合計画に、
将来にわたる方向性を示すことになりました。
　これまでの統合計画は「小学校20名、中学校30
名」を基準にしてきましたが、新しい『鳥羽市小中学
校統合計画（令和3年度～令和12年度）』では、

○�全ての小学校を地域が運営するコミュニティ・ス
クールとして存続する

○�中学校は、適正規模・適正配置をめざして学校統
合を進める

としました。

　鳥羽市は、人口も児童生徒数も減ってきていますが、
各地域に独自の文化・伝統・産業、地理的要素があり、
単に児童生徒数の基準だけで統合計画を進めること
が困難になってきました。
　そこで、小学生のうちは地域のかたたちに見守られ
ながら、できる限り歩いて通学できる場所に学校を
残し、地域が主体となって学校運営に関わるコミュニ
ティ・スクールとして存続します。

　その一方で、中学校は、
○「通学距離６ｋｍ以内」
○「通学時間１時間以内」
○「１学年３～６学級」

という国の基準に照らし合わせて、鳥羽市
全体で１中学校に集約（神島中は、定期船
事情などから存続）することになります。
　中学校を社会に出るための準備期間と
捉え、

「部活動の選択保障」
「多様な人間関係の構築」
「教員等の専門性が発揮できる配置」
などを重視した統合計画としました。

（教育長　小竹　篤）

鳥羽市小中学校統合計画

持続可能な学校統合計画

vol.3

教育委員会総務課　　 25１２６２

 鳥羽の教育生まれ変わる 鳥羽の教育

児童生徒数（左軸） 鳥羽市人口（右軸）
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